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はじめに

本稿は､ ｢待遇コミュニケーション教育｣ (以下､ ｢TC教育｣とする)における実践

的な練習方法の一つとして､ ｢展開ロ-ルプレイ｣ (以下､ ｢展開RP｣とする)という

ロールプレイ(以下､ ｢RP｣とする)を提唱し､その理念と実践について考察したも

のであるt,

展開RPは､従来のRPを乗り越えるために考案されたRPの一種として位置づけ

られるが､単なる技法として捉えられるもU)ではなく､ TC教育の理念を実現するた

めの一方法としての意味を持つc Lたがって､本稿は､口頭表現教育におけるRPォ

是非や長短を問うことを目的とするものではなく､ TC教育を考えるための問題提起

の論考となるものであるO

展開RPは､その実践を開始したばかりであり､まさに発展途上の段階ではあるが､

これまでの口頭表現クラスで行ってきたRPの諸実践を踏まえて生み出された方法で

あるという点において､ TC教育の継続の中に位置づけられるものだと言えるO

1 ｢待遇コミュニケーション教育｣の目指すもの

｢実践研究2｣における実習クラスとなるのは､早稲田大学日本語教育研究センタ

ー設置日本語科目｢口頭表現6A｣であるOこの口頭表現の授業における目的は､ (｢相

手｣や｢状況｣に考慮して､ ｢自分｣が伝えたい｢気持ち｣や｢内容｣を的確に表現す

る能力を高めていくこと)に置かれている｡これは､すなわち､ ｢コミュニケーション

主体｣である学習者が､ある｢場面｣ (｢人間関係｣と｢場｣)において､自分の｢意臥･

｢意識｣ (きもち)､ ｢表現内容｣ (なかみ)､ ｢表現形式｣ (かたち)をどのように連動さ

せてコミュニケーションしていくのか､という｢待遇コミュニケーション｣の実践的

な能力を高め､養うことを目的とする授業だということである｡

15-



TC教育においては､こうした学習者のコミュニケーション能力を高めることとと

もに､学習者自身がそのための方法を意識し､自覚し､自ら修正していく力を養うこ

とが重要な課題となるO　口頭表現はコミュニケーションの一面の能力ではあるが､ T

C教育における理念は､このような口頭表現クラスにおいても実現されるべきものだ

と考えている｡

2　展開RPとは

冒頭にも述べたように､展開RPは､ TC教育の理念を生かすための一つの実践的

な方法として考案されたものである｡展開RPは､当初､従来のRPが持つ問題点だ

と考えられるもの-学習者自身の｢意図｣がない､ ｢きもち｣が加､ままに演じられる

芝居にすぎない､不自然･現実感がない､会話を型にはめてしまう､ RP自体が目的

化してしまう､等々-を克服することを目指して考えられたものではあるo Lかし､

展開RPを提案する真の狙いは､ RPの改善というよりも､学習者が自らのコミュニ

ケーションを振り返り､意識化し､コミュニケーションをどういう観点から捉えれば

よいのか､何が問題であり､それをどう考えればよいのか､どうすればよいのか､と

いった｢待遇コミュニケーション｣の重要な枠組みである(場面一意識一内容-形式)

をどう連動させていくのかということを実践的に体感し､考えるための方法を提示し

たいということにあるO

展開RPは､そのあり方自体は､極めて単純なものである｡つ　その要点を示すと､次

のようになるO (かぎとなる用語については( )で示しておくO例は､教師(T)が

依頼主体となり､数名の学習者(S)を相手に依頼のコミュニケーションを展開する

ものO)

(1) (やりとり)を1回ずつ行い､くその都度止めて)､ (ふりかえり)をするC何か気

になる点があれば､それを話題にして考えるo

例:T ｢ちょっといいですかn｣-Sl｢だいじょうぶですよO｣ (そこで一旦止めて､

｢だいじょうぶですよ｣という返事について考える｡そしてS2に移るO)

(2ト巡したら､最初の(やりとり)を(くりかえし)､次の(やりとり) -と進むO

例:T ｢ちょっといいですか(,｣-S3 ｢はい｡何でしょうかO｣-T ｢ちょっとS3

さんにお願いしたいことがあるんですけどO｣-S3｢どんなことでしょうか｡｣- ･

(3)依頼のコミュニケーションが終了するまで一人一人の学習者を相手に進めていくO

学習者は､ (何も見ないで)最後まで(自分で考えながら)コミュニケーションして

いく｡ (一人一人の対応のしかたが異なる)ことは問題ない｡依頼を引き受けても､

断ってもよい｡

(4)教師は､ (修正するのではなく)､その表現や表現のしかたを(考えさせる)という
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姿勢で臨む｡学習者が､ (場面一意識一内容一形式)をどう(連動させていく)のか

を見守る｡

(5)談話の構造ではなく､ (展開)を重視する｡その時々の(局面)にどう対応しつつ

くやりとり)をしていくのか､それを意識し､実践する力を養うためにRPをして

いるという認識が重要なのである｡そこにおいてはくゆさぶり)をかける必要もあ

る｡

3　展開RPの実践

以下､実際に授業において行った展開RPの実例を基に､展開RPにおける臥点の

特徴と利点､および課題を検討していくことにするo　なお､実習クラスでは､毎回7

-8名の学習者のグ/レ-プに実習生1名が入って実習を行ったC

3-1　(やりとり)を止める

本節では､ ｢許可求め･許可与え･断り表現｣の基礎練習として行った展開RPを取

り上げ､ (やりとり)を止めるという特徴を検討したいと思うOこの実践における展開

RPのテーマは､ ｢来週の授業時間､サークル発表会のチラシを配ることの許可を求め

る｣というもので､学習者(S)が教師(実習生‥T､相手レベ′レ+1)に対して､許

可求めのコミュニケーションを展開させる練習を行った｡学習者は､計7名(台湾2

名､韓国､スペイン､中国､ベトナム､ロシア各1名)である｡J

この日行った展開RPは､ ｢許可求め｣の導入段階として､ ｢許可求め｣とはどのよ

うなものであるかということ､また､相手によって様々な展開が行われるということ

について､学習者にコミュニケーションを通じて実感し､理解してもらうものであっ

た｡

ここでは､展開RPを剛､た｢許可求め･許可与え･断り表現｣の(やりとり)の

中から､展開RPの(やりとり)を止めるという特徴が表れていると思われるところ

を取り上げるoなお､時間(口頭表現6Aの授業直後)､場所(教室内)､および内容

(チラシ配布の許可を求める)は学習者全員に共通のものとした｡

(1) ｢相手レベル｣に応じた表現における｢止め｣

sl ｢先生､ちょっとよろしいですか｡｣ -T ｢はい､なんですかO｣次の学習者に移

る　S2｢先生､ちょっといいですか｡｣-T ｢あ､はい､いいですよ(,｣ここで一旦止

める｡異なる二通りの(やりとり)について話し合いを行うo　どのような表現が適切

であるのかということ､およびその理由について意見を出すように学習者に促すとと

もに､その問題提起に関して意識化させる｡教師は､学習者から自由に出される意見
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を取り上げ､グループの全員で共有するC例えば､ ｢先生だから｢ちょっとよろしいで

しょうかC｣のほうがいい｣という一人の意見を取り上げ､教師は｢相手が変わると言

葉も変わるのか｣と全員に質問を投げかける｡それに対して他の学習者から､ ｢友達の

場合はいいが､教師に対しては適切ではない｣という意見が出る｡それを再び全員で

話し合う｡話し合いがひと段落したら､再度S2から展開RPを始める｡

(2) ｢きもち｣に応じた表現における｢止め｣

S3 ｢先生､ちょっとよろしいでしょうかC｣ -T ｢はい､なんですかC｣ -S3 ｢あ

のう､自分の演劇サークルで来週講演があるんですoそれでチラシを来週口頭表現の

授業中に配ってもいいですね｡｣ここで一旦止める｡ S3の発話について､どこに問題

があるのか､どのような表現が適切であるのか､またS3がどのような気持ちでその

表現を選択したのかということを確かめ､問題点を全員で共有し一緒に直していく｡

その後､再びS3のくやりとり)を最初から行う｡ (呼びかけの部分はここでは省略す

る) S3 ｢あのう､私は演劇サークルに入ってるんですが､そのサークルで来週講演が

ありますが- ･､その案内のチラシを来週､口頭表現の授業中に配りたいのですが､

よろしいでしょうか｡｣-T ｢来週の授業中ですか･ -｡｣と展開RPを行っていくC

このように､相手レベルに合わない表現をした場合､あるいは､特定の表現によっ

て誤解が生じる可能性が高い場合は｢止め｣を入れる｡しかし､文法を多少間違って

いたとしても､それが｢表現内容｣の理解を妨げない場合､あるいは､事情説明など

の情報量が不足していたとしても､その後に続く　くやりとり)で補える場合には止め

ず､次の段階に繋げていくというイメージで展開RPの実践を行ったC

3-2　(展開)を作り上げる

本節では､ ｢誘い･断り表現｣の応用練習として行った展開RPを取り上げ､ (展開

を作り上げる)という特徴を検討したいと思う｡この実践における展開RPのテーマ

は､ ｢授業後に教室で教師(相手レベル　+1)を忘年会に誘う｣というもので､学習

者全員がそれぞれ誘う主体となり､教師を相手にそれぞれの誘いのコミュニケーショ

ンを展開させる練習を行ったo　このテーマは学習者自身が選定したものであり､今後

実際にあり得ることを想定して選んだと言える｡この実践における学習者は､計7名

(台湾2名､アメリカ､インド､タイ､中国､ロシア各1名)である｡

ここでは､展開RPを用いた｢誘い･断り表現｣の(やりとり)の中から､展開R

Pの(展開を作り上げる)という特徴が表れていると思われるところを取り上げる｡)

まず､学習者(S)が教師(実習生‥T)を忘年会に誘うために話を切り出すくや

りとり)の場面から始まる｡ Sl ｢先生､今ちょっとよろしいでしょうかC｣-T ｢は

い､いいですよ､何ですか√〕｣ (次の学習者に移る　　S2 ｢先生､今よろしいですか｡｣
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-T ｢はい､何ですかO｣ /S3 ｢先生､今ご都合がよろしいでしょうかO｣ -T ｢え､

ええ､何ですかO｣ここで-旦止める｡話を切り出す場面において､ ｢先生､今ご都合

がよろしいでしょうか｣という発話はどうなのか､ S3本人も含め全員で確認､検討

した｡ ｢都合｣はどのような時に使うのか､ ｢都合｣より｢時間｣のほうが相応しいの

ではないかといった意見が出された｡ S3はそれらを踏まえ､すぐに､ S3 ｢先生､今

お時間よろしいでしょうかO｣ -T ｢はい､何ですかO｣とやり直しの練習を行ったO

その後は忘年会を行う時間､場所､待ち合わせなどについての(やりとり)を(く

りかえし)､ ｢誘い･断り表現｣の展開を作り上げていったが､終わりに近づいたとこ

ろで､次のようなくやりとり)があったcT｢では､楽しみにしていますC｣-S4｢-･cJ

s4が沈黙したため､ここで一旦止めたo S4に沈黙の理由を尋ねると､ ｢先生にこの

ように言われたら何と答えればいいですか｣ということばが返ってきた｡この時も全

員の問題として考え､学習者それぞれの展開に合わせ､ ｢お待ちしております｣や｢よ

ろしくお願いします｣というのはどうかという意見が出されたC

このように､この授業では､教師による訂正や修正というよりは､問題を全員で共

有することを重視しながら､コミュニケーションを展開させていくことを心掛けたC

言い換えれば､ (局面)ごとの(やりとり)を(くりかえし)ながら､展開を作り上げ

ていくというイメージで展開RPの実践を行ったということであるC

3-3　(場面一意識一内容一形式)の(連動)

本節では､ ｢許可求め･許可与え･断り表現｣の基礎練習として行った展開RPを取

り上げ､ ｢きもち｣に応じた｢かたち｣を選択するという特徴を検討したいと思う｡こ

の実践における展開RPのテーマは､教師(実習生: T)が許可求め主体となり､学

習者(S)を相手に｢大学院生が(授業後､廊下で)､学生の写真を研究室のホ-ムペ

ージに載せてもいいのか､許可を求める｣というものであるr/学習者は､計7名(中

国2名､韓国､ブラジル､ドイツ､タイ､スロバキア各1名)であるC

本授業で行った展開RPでは､ ｢表現主体｣と｢理解主体｣の(やりとり)の(くり

かえし)という観点を重視し､ ｢理解主体｣としての学習者の｢きもち｣ (受け止め方)

を確認しながら進めていったC

ここでは､展開RPを用いた｢許可求め･許可与え･断り表現｣の(やりとり)の

中から､展開RPの｢きもち｣に応じた｢かたち｣を選択するという特徴が表れてい

ると思われるところを取り上げる｡

｢あっ､ Sさん､ちょっといいですか｡｣という教師(実習生)の切り出しに対し､

sl ｢はい､何ですか｡｣ /S2 ｢はい､ 5分ぐらいだと大丈夫です｡｣ /S3 ｢え～と､

授業があって､今ちょっと急いでいるので.･,｣と､学習者一人一人異なる返事が返っ
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てくる｡これらについてグループ全体で取り上げて､この中でも特に気になるS3の

表現を全員が自分の問題として捉え､検討していくことにしたoまず､ ｢表現主体｣と

してのS3が､この表現をどのような｢きもち｣で言ったのかを確認する｡これに関

してS3は､ ｢次の授業で発表するので､色々準備しなければならないので｣と自分の

｢きもち｣を説明した｡そして次に､ ｢理解主体｣としての教師と他の学習者がS3の

応対をどのように受け止めたのかということを確認する｡これに関して､ ｢まだ､話を

出してないのに断られて､無視された感じがする｣､また｢授業まで5分もあるのに､

話を聞かないのは失礼になるかも｣というように､他の学習者が各自の｢受け止め方｣

を伝えるCその上で教師は何が問題なのか､あるいは､どのように表現すればいいの

かという質問を学習者全員に投げかけるoこれに対して､ ｢急いでいる理由をもう少し

詳しく言う必要があるのではないか｣や｢謝罪と代案を入れたほうが誤解を避けられ

るのではないか｣といったコメントが出されたO

このように､この授業では､気になる表現や展開について｢表現主体｣と｢理解主

体｣の｢きもち｣をその場で確認して､問題点や改善点を学習者に考えさせるという

イメージで展開RPの実践を行った｡

3-4　(ゆきぶり)をかける

本節では､ ｢許可求♂)･許可与え･断り表現｣の応用練習として行った展開RPを取

り上げ､ (ゆさぶり)をかけるという特徴を検討したいと思うCこの実践における展開

RPのテーマは､ ｢授業の時間を使って､留学生の意識調査のアンケートを行うことの

許可を求める｣というもので､学習者(S)が許可求め主体となり､教師(実習生:

T)を相手に許可求めのコミュニケーションを展開させる練習を行った｡

許可求めのコミュニケーションは､基本的に､ ｢許可求め･許可与え･断り｣の学習

項目で構成されているが､ ｢許可求め｣の後に続く展開としては｢許可与え｣や｢断り｣

に限定されるものではなく､実際には｢提案｣や｢申し出｣など様々な表現が考えら

れる｡本授業で行った展開RPでは､このような学習項目には示されていない表現に

関しても､学習者が伝えたい｢きもち｣や｢なかみ｣を重視し､取り入れていった｡

学習者は､計7名(台湾､中国各2名､アメリカ､インド､モンゴル各1名)であ

るC

許可求めの展開RPを始める前程として､学習者は､相手役となる教師に場所と時

間のみを提示し､許可求めの｢内容｣自体は隠しておく｡そして､教師は､各学習者

から提示された場所と時間の設定を考慮して､学習者それぞれの展開を調整していく

という形で進められた｡人間関係については､学習者全員に共通するものとして､実

際の人間関係である｢学習者と教師｣と設定した｡
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ここでは､展開RPを剛､た｢許可求め･許可与え･断り表現｣の(やりとり)の

中から､展開RPの(ゆさぶり)をかけるという特徴が表れていると思われるところ

を取り上げる｡

①S ｢すみません､先生｡今､ちょっとよろしいですかC｣-T ｢あ､はい｡大丈夫

ですよ,Jなんですか｡｣ /②S ｢実は､他の授業の宿題で留学生の意識調査のアンケー

トを取っていて- ･それで､このクラスのみんなにもお願いしたいのですが､授業

の最後に配ってもいいでしょうかO｣-T｢ええ､授業が終わった後なら構いませんよO｣

/③S ｢え～つと､みんな､授業が終わった後すぐに次の授業が入っているので､休

み時間中は難しくて･ ･ ･できましたら授業の最後の10分を頂けないでしょうかO｣

-T ｢10分ですか- ･〔沈黙〕 5分くらいだったら大丈夫ですよOそれと休み時間

の5分を使って終わりませんか?｣ ④S ｢あ､はい｡それで終わると思います｡｣ -T

｢じゃあ､来週は5分早めに終わるようにしますね｡よければお手伝いしましょうか｡｣

/⑤S ｢あ､いえいえいえ､大丈夫です｡そんなに大変ではないので｡ありがとうご

ざいますC｣ -T ｢では､また来週｡｣

展開RPでは､教師は､各学習者のレベルに応じて臨機応変に展開の難易度を変え

たり､学習者の個性や(やりとり)の順番に応じて展開に変化を加えたりことができ

る<:これを｢実践研究2｣では(ゆさぶり)をかけるといい､展開RPを行う上での

目標の一つとしていたC上記の展開においては､ (ゆさぶり)として､ ②の｢ええ､授

業が終わった後なら構いませんよ｣､ ③の沈黙､および④の｢よければお手伝いしまし

ょぅか｣の導入を試みたO一つ一つの(ゆさぶり)は､二巡目の(くりかえし)にお

いてはその効果を失うため､必要であれば教師は､新たに付け加えられる次の(やり

とり)において新しい(ゆさぶり)をかける｡

このように､この授業では､各学習者によって異なる必然性の度合いと性格に応じ

たものを選び､ (やりとり)が二巡目以降でも常に新しいものになるようにするという

イメージで展開RPW実践を行ったO

4,展開RPの利点

展開RPは､従来のRPとは異なり､ (やりとり)を1回ごとに止められる点が大き

な特徴であり､この特徴からいくつかの利点が考えられるC

一点目に､すぐに(ふりかえり)を行えるという点である｡ (やりとり)の中で気に

なる点があれば､その都度｢表現主体｣にどうしてその表現を選んだのか､また｢理

解主体｣に､それを受けてどのように感じたかということを確認したり､その問題を

グ′レ-プ全体で取り上げて､全員で適切な表現を考えたりすることができる｡このよ

うに､ (やりとり)の直後に(ふりかえる)ことができ､それを(やりとり)ごとに行

Ol



うことによって､学習者は｢きもち-なかみ-かたち｣の連動を意識し､自覚し､修

正していく能力を養うことができるようになると考える｡

二点目に､他のメンバーの(やりとり)の中から､自分に合う表現を取り入れるこ

とができるという点であるo学習者一人に対して(やりとり)が1回ずつ行われるた

め､学習者全員がほぼ同じ進度で展開を作り上げていく｡そのため､他のメンバーが

行う(やりとり)や(ふりかえり)を自分にとって合うものであれば取り込み､すぐ

に活用することができる｡したがって､自分の順番を待っている間にも､他のメンバ

ーの(やりとり)を自分の問題として注意深く観察するようになる｡このように､待

っている間にも｢表現主体｣および｢理解主体｣の二つの観点から(やりとり)を考

えることで､常に主体的に関わることができるのであるC

三点目に､学習者を常に新しい(やりとり)の中に置くことができるという点であ

る｡一巡､二巡と数回同じ順番でくやりとり)を(くりかえし)行った後､その順番

を逆にすることによって､それまでとは異なるメンバーの(やりとり)や(ふりかえ

り)から学ぶことができたり､思いがけない順番の変化により緊張感を持たせること

ができたりするC教師は､学習者によって異なる必然性の度合いと性格に応じた､的

確なくゆさぶり)をかけることで､学習者を常に新しい(やりとり)の中に置くこと

ができる｡その結果､グループの中の学習者全員が､常に新しい(やりとり)の中で､

その時々の(局面)への対応を､ (自分で考えながら)､そして周りを観察しながら､

実践していくことが可能となるのである｡

このような利点によって､学習者は､最初からのくやりとり)を何度も(くりかえ

し)ながら展開を作り上げていくため､最終的に(何も見ないで)､目的のコミュニケ

ーションを､各学習者の｢きもち｣に応じた表現を用いて､達成できるのであるO

5.展開RPの課題

展開RPは､教師もコミュニケーションの主体として(やりとり)に加わり､学習

者のことをよく見なカうら､学習者とともにコミュニケーションを展開させなければな

らないぐ　しかも､学習者の数だけある(展開)を並行して作り上げていかなければな

らないため教師の負担が大きい｡その結果､ ｢表現主体｣としての教師自身の｢表現｣

が見過ごされることも考えられるC　また､展開RPでは､同じくやりとり)を何度か

(くりかえし)行うことがあるため､授業の流れが単調になってしまう恐れがあるO

そうさせないた裾こも､学習者をいかに集中させ､その集中を持続させるかというこ

とも課題となってくる｡したがって､教師は学習者を(よく見て)､実際にくやりとり)

をするのだという気持ちで学習者とともに(展開)を作り上げていくという姿勢が必

要であるCそのために､教師は学習者に対してどのような働きかけをしていけばいい
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のかということが今後の大きな課題と言えよう｡

また､展開自体が学習者に委ねられる場合が多いため､単調な展開で終わってしま

うケースもある｡その場合､展開に変化を持たせるための工夫､つまりどのような(ゆ

さぶり)をかけていけばよいのかということを､教師は常に考える必要がある｡学習

者のコミュニケーション能力を高めるためには､学習者一人一人にとって的確な時機､

適所､および適量で(ゆさぶり)をかけなければならないが､その見定めを間違えれ

ば､ (ゆさぶり)が学習者の自信喪失やプライドを傷つけるなどといった方向に作用す

ることも考えられる｡したがって､どのように(ゆさぶり)をかけるかということは

非常に難しい課題であり､今後､考察を続けていく必要があるだろうo Lかし､ (ゆさ

ぶり)の種類やその効果､および､それを行う際の留意点などに注視しすぎて､従来

のようにRP自体が目的化してしまう状況は避けるべきである｡学習者が(場面-普

識-内容一形式)の連動を実践的に体感し､考えるための方法を提示するために､ど

のように(ゆさぶり)を活用していけばいいのかという観点からも考察を進めていく

べきであると考える､つ

おわりに

展開RPは､従来のRPを乗り越えるための-技法としてではなく､学習者自身が

コミュニケーションの方法や展開を意識し､自覚し､そして自ら修正していく力を養

うことを目的とした一方法として捉えられるべきものであるc Lたがって､その実践

は､学習者に(場面一意識-内容一形式)を連動させた｢待遇コミュニケーション｣

というものを考えてもらうためのきっかけ作りとならなければならないo今回､展開

RPを実践した実習では､学習者が(局面)ごとに考え､そしてそれを実践し､なお

かつ｢かたち｣も学べるような授業ができたのではないか､そういう手ごたえを感じ

ることができたO今後さらに実践を重ねる必要があるが､今回の実践を通して展開R

pはTC教育の理念を生かすための方法として大きな可能性を持つと言えるのではな

いだろうかC
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